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本研究では、児童生徒一人ひとりのウェルビーイングを出発点に、その子に必要な学びや支援を学校全体で構
想・構築する「ウェルビーイング・デザイン」の在り方を探究しています。
子どもが語る夢や希望を丁寧に受け止め、教育活動に反映させてきた実践は、まさに子ども中心の学びと支援の
プロセスです。研究発表会では、こうした実践の積み重ねについてご報告し、そこから学校全体の文化や関係性が
どのように変容し、持続可能な学校づくりへとつながっていくのかを皆様と共に考えてまいりたいと存じます。

創立50周年記念壁画
「夢・希望」（本校体育館）

くまもとだいがく きょういくがくぶふぞく とくべつしえんがっこう

本校のホームページはこちら

研究発表会

最終報告

一次案内

ウェルビーイング・デザインから始まる持続可能な学校づくり

３. 協働性のある教育
コミュニティ

４.教育DXを活用
した教育方法

２. 安全で安心できる
教育環境

１. 個々の教育的ニーズに
対応した一貫した教育活動

５. 活用可能性のある
整備された教育資源

第３７回

※５つの視点をヒントに子ども一人ひとりのウェルビーイング・デザインをしていきます。

※詳細は二次案内にてお知らせします。

〈2026年２月の研究発表会は実施しません〉
研究発表会は、２月ではなく次年度の夏に開催いたします。子
ども一人ひとりが夢や希望に向かって歩む姿を１年間通して見
届けるとともに、多くの先生がご参加いただきやすい時期に実施
したいとの思いからです。ご理解とご協力のほどよろしくお願い
いたします。


